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産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
世
代
間
交
流
住
宅
新
築
工
事
と
入
居
状
況
、
更
に
地
域
担
い
手
づ

く
り
支
援
住
宅
２
号
棟
の
新
築
工
事
を
、
２
月
15
日
、
農
林
建
設
課

岩
間
課
長
、
平
賀
補
佐
、
高
橋
主
事
を
説
明
員
と
し
総
務
文
教
常
任

委
員
会
と
の
合
同
で
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

　
世
代
間
交
流
住
宅
は
町
へ
の
定
住
促
進
を
目
的
に
関
地
区
の
一
枚

田
地
内
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
総
工
費
は
１
億
４
６
８
８
万
円
で
延

べ
床
面
積
は
54
．
69
㎡
。
７
室
中
２
室
が
高
齢
者
向
け
、
５
室
は
若

者
向
け
で
現
在
入
居
者
数
は
２
室
４
名
。
今
後
地
元
の
企
業
勤
務
者

か
ら
入
居
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
を
占
め
る
国
産
材
の
割
合

は
56
％
、
外
国
産
材
は
44
％
で
町
産
材
の
利
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長

屋
方
式
で
懸
念
さ
れ
た
壁
越
し
の
音
も
気
に
な
ら
ず
快
適
と
感
じ
ま

し
た
が
、
高
齢
者
向
け
の
手
摺
り
な
ど
が
少
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
担
い
手
づ
く
り
支
援
住
宅
２
号
棟
は
現
在
80
％
の
進
捗
状
況
で
、

40
歳
未
満
の
若
い
世
帯
の
定
住
に
よ
り
将
来
の
町
の
発
展
を
図
る
こ

と
が
目
的
で
関
地
区
明
神
前
に
建
設
中
。
延
べ
床
面
積
１
１
３
．
85

㎡
で
請
負
金
額
は
２
１
４
３
万
８
千
円
、
国
産
材
は
30
％
、
外
国
産

材
は
70
％
の
利
用
率
と
な
り
ま
す
。
こ
の
住
宅
は
入
居
予
定
者
が
間

取
り
や
壁
紙
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
20
年
住
め
ば
土
地
と
建
物
は
入

居
者
の
も
の
と
な
り
ま
す
、
隣
の
１
号
棟
に
は
既
に
若
い
世
帯
が
入

居
し
て
お
り
、
次
年
度
以
降
も
関
上
、
瀬
見
原
に
建
設
予
定
で
あ
る

こ
と
か
ら
地
区
と
の
交
流
を
深
め
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
を

図
っ
て
ほ
し
い
こ
と
と
、
町
産
材
を
多
く
使
用
す
る
仕
組
み
の
構
築

と
土
地
の
計
画
的
な
利
用
を
希
望
し
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

委
員
長
　
梅
津
政
志

所管事務調査の報告
～世代間交流住宅新築工事と入居状況、地域担い手づくり支援住宅工事～

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
平
成
28
年
２
月
15
日
、
世
代
間
交
流
住
宅
新
築
工
事
、
世
代
間

交
流
住
宅
の
入
居
状
況
、
地
域
担
い
手
づ
く
り
支
援
住
宅
２
号
棟

新
築
工
事
の
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
た
結
果
を
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

　
世
代
間
交
流
住
宅
は
町
内
に
居
住
ま
た
は
居
住
し
よ
う
と
す
る

若
者
世
代
が
、
町
へ
の
定
住
促
進
お
よ
び
快
適
な
生
活
を
協
力
し

て
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
住
宅
と
し
て
建
て
ら
れ
、
７
戸
連

棟
の
う
ち
５
戸
が
若
者
用
住
宅
、
２
戸
が
高
齢
者
用
住
宅
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
坪
単
価
は
74
万
７
７
９
３
円
で
一
戸
約
１
６
６
９

万
７
１
４
３
円
。
建
築
木
材
の
56
％
が
国
産
材
で
し
た
が
、
町
産

材
は
皆
無
で
し
た
。
現
在
の
入
居
状
況
は
２
戸
４
名
の
た
め
、
早

急
な
全
戸
入
居
を
望
み
ま
す
。

　
地
域
担
い
手
づ
く
り
支
援
住
宅
２
号
棟
は
、
40
歳
未
満
の
若
い

世
代
を
定
住
さ
せ
、
将
来
の
地
域
の
担
い
手
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
を
図
る
た
め
に
建
築
し
た
も
の
で
す
。
坪
単
価
は

62
万
１
３
９
１
円
。
こ
の
建
物
は
入
居
す
る
方
が
自
分
の
持
ち
家

を
建
築
す
る
と
き
の
よ
う
に
入
居
者
の
希
望
を
大
切
に
建
築
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
建
築
業
者
は
入
居
者
の
内
装
希
望
の
件
で
大
変

苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。
建
築
木
材
は
30
％
が
国
産
材
で
、
大
黒
柱

の
み
町
産
材
で
し
た
。

　
こ
の
調
査
で
は
、
建
物
は
一
戸
建
て
が
望
ま
し
い
、
町
産
材
の

活
用
が
急
務
、
克
雪
に
も
考
慮
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
考
慮
し
、
住
宅
建
設
を
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
切
望
し
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

委
員
長
　
武
藏
重
幸

　
平
成
27
年
12
月
２
日
か
ら
３
日

に
か
け
て
、
岩
手
県
紫
波
町
に
お

い
て
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
」
と
「
オ

ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
各
事

業
を
テ
ー
マ
に
行
政
視
察
研
修
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。 視察先：岩手県紫波町

行政視察の報告
～先進地の取り組みを学ぶ～

　紫波町は自然と文化を享受するいのちの循環を目標に掲げた「循環型まちづくり」
を施策方針としており、その一つとして取り組まれているのが木質バイオマス事業で
あります。この事業では年間 1000t のチップを町内生産可能としており、それらは紫
波町庁舎やオガールタウンの住宅などに熱供給されておりました。チップの生産に当
たっては「間伐材を運び隊」などのボランティアを活用するなど工夫もされており、
町産材と住民の力がよく活用された事業でした。

　また、同町は少子高齢化が進むと共に求人倍率も低迷してきていることが問題視さ
れておりました。そこで立ち上げられたのが「紫波中央駅前都市整備事業」、通称「オ
ガールプロジェクト」であります。本プロジェクトは公民連携によって都市と農村の
暮らしを愉しみ、環境や景観に配慮した町づくりを表現することを理念とし、誰もが
こんな町に住みたい、こんな町で働きたいと思える町を開発することを目的としてお
ります。
　これによりエリアには明確な役割分担ができ、
町づくりの拠点となって多くの生産者が加入す
るようになり、不動産の価値も向上するなど数
々の恩恵がもたらされ、現在では全国から日々
多くの視察希望者が来町するほどの一大プロジ
ェクトとなっておりました。
　　　　　　　　　　　　　副議長　吉野一夫


